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小児歯科学特論Ⅱ・実習

講義・実習　第１・２学年　２・４単位

《キーワード》  幼児・小児、成長・発育、顎・顔面の発育、歯列の発育と異常、全身疾患、先天異常

《担当者名》  広瀬 弥奈、倉重 圭史

【概　要】

　小児の顎顔面部の成長発育、乳歯と永久歯の成長発育、及びそれらの異常について学ぶ。さらに、小児歯科学領域における全

身疾患、先天異常に関連する診療と研究について学ぶ。

【学修目標】

　１．全身的な小児の成長発育について説明できる。

　２．顎顔面・歯列の成長発育について説明できる。

　３．乳歯・永久歯の発育について説明できる。

　４．歯の脱灰、再石灰化と口腔内環境との関係を理解し、説明できる。

　５．小児歯科領域において必要な先天異常について説明できる。

　６．小児の成長・発育とそれを阻害する要因について理解し、臨床に役立つ研究の基礎を修得する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ 小児の成長発育と小児歯科学の関連 広瀬 弥奈

倉重 圭史

２ 顎顔面の発育と異常 広瀬 弥奈

倉重 圭史

３ 歯の正常な発育と異常 広瀬 弥奈

倉重 圭史

４ 歯列の正常な発育と異常 広瀬 弥奈

倉重 圭史

５ 全身疾患を有する小児の歯科治療 広瀬 弥奈

倉重 圭史

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

出席状況及びレポート、合算で100%

【教科書】

授業・実習中に提示する。

【参考書】

授業・実習中に提示する。

【備考】

外来における実習を含む。

【学修の準備】

　事前に提示した到達目標に合わせて、関連資料の収集・文献講読をしておくことが望ましい。


